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県職員を目指した理由
大学卒業間近に東日本大震災が発

生しました。大学卒業後は県外の民
間企業へ就職する予定でしたが、実
家が被災し福島県に戻ることを決断
したことが志望のきっかけです。ど
うせ福島に戻るなら、福島の人たち
の役に立つ職業に就きたいと考え、
県職員を志望しました。

命をまもる災害対策！
いつ起こるかわからない災害に備えるため、各種災害対策の検討や防災訓

練の企画、県民の方への防災啓発等を実施するとともに、災害発生時は、市
町村、警察、消防、自衛隊の方などと連携して情報収集、救助活動の調整等
を実施します。
いずれの仕事にしても、県民の方の生命に直接影響する重要な業務になり

ますので、重い責任が伴うことを実感し、命を守るということにとてもやり
がいを感じています。

行政事務
危機管理部 災害対策課
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#ヘリコプター好き

#防災おじさん

#ガンガンいこうぜ

#三児の父 #酒好き

・・・ INTERVIEW 好きなことを、福島のチカラに

Ｈ２５～ 福島県立白河高等学校
Ｈ２７～ 保健福祉部 県民健康調査課

Ｒ２～ 危機管理部 災害対策課

［職歴］

現所属で県消防防災ヘリコプターの
担当をしたことをきっかけに防災ヘリ
ファンになりました。救助活動などを
行う防災ヘリと消防隊員の方は、とて
もかっこいいです！

災害や防災については、どちらかと
いうと他人事でしたが、現所属になっ
てからは、様々な知識や経験を得て、
プライベートでも災害への備えや防災
対策を考えるようになりました。

↑防災システムの説明中



福島県職員として実現したいこと、目標としていること

福島県は東日本大震災からの復興・
再生の半ばでもあり、業務の中で困難
な課題へ直面することもありますが、
私は常に笑顔で前向きに仕事を進める
ように努めています。そうすることで
道は開けてきましたし、自分自身を成
長させることができました。
今後も様々な人とのつながりや経験

を大事にしながら、自分を成長させ、
福島県のために貢献できる人間になり
たいと思います。

受験者へメッセージ

県職員というとお堅いイメージがあると思いますが（私自身そうでし
た）、これまで一緒に仕事をした人は皆フランクな人ばかりで、とても楽
しく仕事ができています。働く上で、楽しいと思えることは重要だと思い
ます。受験者の皆様とも楽しく仕事ができることを楽しみにしています。

とある一日のスケジュール

（令和６年３月現在）
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・・・ INTERVIEW 好きなことを、福島のチカラに

8:30 始業

9:00 ラインミーティング

10:00 業務資料作成

12:00 昼休み

13:00 関係者とのWeb打合せ

15:00
上司へ打合せ内容を報
告、記録作成

16:30 関係課との打合せ

17:15 終業

休暇制度を有効活用できたエピソード

子育て休暇を取得し、子どもの授業
（保育）参観へ参加しました。日頃の
家庭では見られない子どもたちの様子
を見ることができ良い体験ができまし
た。また、子どもの急な発熱等で看病
が必要な際も子育て休暇を活用してい
ます。
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